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　2050 年カーボンニュートラル社会の実現に向け、国や自治体をはじめ、企業・大学・各種団
体が各地で水素の製造、運搬・貯蔵、利活用に関する実証や取組みを進めている。建築物のホー
ルライフカーボン（WLC）において、オペレーショナルカーボンは依然として大きな割合を占め、
建物運用エネルギーを水素中心へ転換することは CO₂ 削減に大きく寄与する。また、水素を再
生可能エネルギーで製造し、建物内ではエネルギーマネジメントシステム（EMS）によって効率
的に制御することで、エネルギーの有効活用とデマンドレスポンス（DR）対応を両立し、結果
としてレジリエンス向上につながる事例も増えている。
　本特集では、こうした水素利活用の最新動向や建築・設備分野での社会実装の広がりを紹介し、
持続可能なエネルギー利用の新たな方向性を考える機会としたい。
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